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1 Fa－5　　　　ヒアルロン酸とコンドロイチン硫酸の熱m定による結合水の検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　児矢野智子、o高橋和雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　(和洋女大文家政)

・　はじめに　抗菌防臭に対する若年層の異様な意識、高齢者のための抗菌や防臭作用を目標に、生体

内物質である多糖類のフイルム化と物性の一部を調べた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼、

　方法　コンドロイチン硫酸ナトリウム水溶液をガラス板上に流し、フイル｀ムとした。ヒアルロン

酸ナトリウムでも同様にフイルムを作成したか、剥離できなかった。

　結果と考察コンドロイチン硫酸ナトリウムフイルムの毛細管式融点測定では12O'Cになっても変

化かなく、50℃で白濁し、16O'Cで色づきはじめ、175°Cで飴色になり、200'Cでは黒化したが角は残っ

ている。自然乾燥フイルム試料のDSCで120~170'Cに吸熱ピークか見られ、位置も変動した。しかし、

lOO'C 以下で吸熟はみられない。次に、絶乾フイルムではこのピークか消失した。さらに、水分率65

Xの試料では璽畳した吸熟ピークか現れるが､20冤の試料には重畳したピークは現れない。もし、水が

完全に結合していれば､O'Cでもなんの変化も生じないが。水分の高い状態においては結合しきれな

い自由水が存在するとすれば､O゛C付近に変化が生じると予想される。そこで、-iO°Cから測定してみ

た。絶乾試料では水の影響は全くなく、水分率約20≪の試料でも、o'c付近には何も現れていない。

水分率65X試料でもO‘Cには何も現れず、また予想したような結果にはならなかったか、114゛C付近か

ら16O‘C付近にかけて複合したピークかみられた。このことから、水分率か20χあたりまでは水は完

全に結合し、65!≪においては自由水と結合水以外の中間水が存在しているとも考えられる。

　ヒアルロン酸の毛細管式融点測定では粉末で行ったが、160"Cになっても何ら変化はみられなく、

180~200"Cにかけて徐々に着色し、240‘Cで黒化した。水分率約12XのDSCでも、コンドロイチン硫酸と

同じような吸熟ピークか現れ、また、低温からの測定においてもo"cで何も変化が現れなかった。

1 Fa－6 ナイロン繊維における水の吸着挙動に関するいち考察
共立女大家政　　○大塚美香　酒井哲也

【目的】ナイロン繊維の物性は、吸湿量自体は小さいが、水を吸収することによって大き
く変化する事か知られている。ナイロンの無定形領域の微細構造は凝集状態の異なる２相

または3相構造からなると考えられており、水や染料分子の吸着位置もまた、均一的では
なく、凝集状態の緩い場所から順に密な場所へと吸　着位置を広げていくことが報告され

ている。一方、ナイロン繊維は延伸、乾熱、湿熱、染色などの各処理によって、その微細
構造が変化するとの報告がある。本研究ではこれらのことを踏まえて微細構造の変化を水

分子の吸着挙動を通して検討することを意図し、主にNMRのT 1値に注目した。
【実験】未処理のナイロン６マルチフィラメント糸及び延伸倍率の異なるモノフィラメン

ト糸を試料とし、パルスNHRを用い水のT l測定を行った。また、マルチフィラメント糸に

ついて分散染料、酸性染料を用い浴比を変えて染色した試料について、T 1測定、吸着測
定等を行った。

【結果、考察】延伸効果がT 1に与える影響は、延伸倍率か大きくなるほどＴ１が増加す
ることから、延伸倍率の増加に従い微細構造は配向化、結晶化の進行とともに水分子との

相互作用の弱い非晶領域か発生するものと思われる。また、染色処理がT 1に与える影響
については、分散染料で染色した場合には、染着量の増加に従い、T 1が正の回帰を示す

ので、染色過程における染料の働きにより非晶域の繊維分子間距離か大きくなるような現
象が、酸性染料で染色した場合には、逆に染着量の増加に従い負の回帰を示すので、染料
が水分子と吸着座席を競合するために、染着濃度が増加するに従い水分子の吸着位置が凝

集状態の密な領域へ移動したためだと考えられる。
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